
令和６年度 （県西教育事務所) 不祥事ゼロプログラムの検証等 

 

○ 課題・目標別実施結果 

課  題 目  標 実施結果と目標の達成状況 

法令遵守意識の向

上（公務外非行の

防止、職員行動指

針の周知・徹底を

含む） 

【必須事項】 

公務員倫理意識を徹

底し、公務外非行を

起こさないようにす

る。 

・年度初めに所長より全所員に対し、神奈川県の職員

としての自覚と責任をもって業務を遂行すること、神

奈川県職員行動指針を念頭に置き、県民からの信頼を

失うことがないよう職員がお互いに声を掛け合える職

場環境にしていくよう講話があった。 

・全所員を対象に、不祥事防止のための研修を９月11 

日と１月23日に実施した。 

わいせつ・セクハ

ラ行為の防止 

【必須事項】 

セクハラ等に関する 

認識不足から不祥事 

に結びつかないよう 

にする。 

 

・職場研修資料をもとに所属職員全員を対象にした職

場研修を実施し、意識の向上を図った。今後も各種ハ

ラスメントに関する認識不足から不祥事に結びつかな

いようにするとともに、人それぞれに考え方の違いを

認識し、互いに相談しやすい職場環境を一層整えるよ

うにする。自分のこととして意識する雰囲気づくりに

も努めた。参加型の研修であったためそれぞれの意識

が高まった。 

個人情報等の管

理・情報セキュリ

ティ対策 

個人情報を適切に管

理し、個人情報の流

出・漏洩を未然に防

止する。 

・パソコンロックや重要情報へのパスワード設定、離

席・退庁時の文書管理や所内の整理整頓など、情報管

理体制の徹底を図った。 

適正な経理処理 迅速かつ適正な経理

処理を目指す。 

・関係書類の進行管理や、複数職員による確認体制を

徹底した。 

・物品照合を複数職員で行い、備品の適正管理を行っ

た。 

交通事故防止、酒

酔い・酒気帯び運

転防止、交通法規

の遵守 

安全運転を心がけ、

交通事故の発生を未

然に防止する。 

・９月及び１月に職場研修を実施し、所員の意識の向

上を図った。神奈川県職員行動指針や各種法令をもと

にし、交通事故の未然防止に努めた。 

適切な業務執行が

できる体制づくり 

  

計画的な運営により

業務執行における事

故を未然に防止す

る。 

・送付文書や研修資料等の複数によるチェック体制を

徹底した。また、業務内容を確認し合い、継続的に、

業務のスリム化を図っている。今後もさらに相互に注

意し合える職場づくりを一層充実させていくようにす

る。 

 

○ 令和６年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和７年度に取り組むべき課題 

（所属長意見） 

当教育事務所のめざすべき姿として「顔合わせ」「心合わせ」「力合わせ」を、そして「誠

実」「確実」「迅速」を合言葉に所員が一丸となって不祥事ゼロに向けて取り組んできている。   

今後も、所員一人ひとりが不祥事防止を自分事として自覚し、風通しの良い職場づくりに努め

様式２ 



ていきたい。 

また、職場のハラスメントに関する不祥事が報道等で散見されるが、その根底は、人権意識の

欠如であると捉えられることから、今年度も引き続き、所内でインクルーシブについて研鑽を深

め、お互いの人権を尊重する意識を高く持ち、不祥事防止に取り組んでいく。 

さらに、市町教育委員会及び学校への「的確」「丁寧」な支援を心掛け、管内の学校から不祥

事を起こさないことを最大目標としていきたい。 

 


